
上
杉

肇

高
畑
秀
紀

な
ど
の
行
事
を
す
べ
て
終
わ
り
帰
路
に
着
き
ま

山
田
亮
一

江
口

司

し
た
。
特
急
北
越
９
号
新
潟
行
き
の
発
車
時
刻

第２７号

発行所

県支部

事務局

加
藤
寿
一

森

知
之

ま
で
一
時
間
以
上
待
ち
時
間
が
あ
り
ま
し
た
の

御
挨
拶
～
先
輩
達
の
連
携
プ
レ
ー
？
～

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

で
、
ご
く
自
然
に
富
山
駅
前
の
赤
ち
ょ
う
ち
ん

地
区
幹
事

25

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

に
入
り
、
一
杯
や
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
若
井
先

県

幹

事

25

新
潟
支
部
長

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

生
に
「
新
潟
の
支
部
長
は
二
年
交
代
が
ず
っ
と

顧

問

25

続
い
て
い
る
の
で
、
本
部
か
ら
の
評
判
が
よ
く

坂
上

隆

◇
平
成

年
度
事
業
報
告
◇

な
い
。
坂
上
さ
ん
に
は
二
期
四
年
以
上
や
っ
て

24

平
成
二
十
三
年

ほ
し
い

」
と
言
わ
れ
ま
し
た

「
お
ゃ
、
話

・
支
部
役
員
会
開
催

。

。

度
よ
り
新
潟
支
部

が

６
月

日

新
潟
会
館

名

23

15

長
を
仰
せ
つ
か
っ

違
う
ぞ
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
以
前
か
ら
御
指

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

て
三
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
理
窓
会

導
い
た
だ
い
て
い
る
若
井
先
生
に
は
何
も
言
え

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

28

役
員
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
で
何

ま
せ
ん
で
し
た
。

支
部
長･

顧
問･

副
支
部
長
計
６
名
出
席

と
か
支
部
長
の
大
役
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
感

そ
ん
な
こ
と
で
、
三
年
目
に
な
っ
て
し
ま
い

・
支
部
総
会
開
催

謝
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
上
杉
事
務
局
長
に

ま
し
た
。
今
後
と
も
会
員
皆
様
の
御
協
力
の
も

８
月

日

高
陽
荘

名

26

31

は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

と
、
支
部
長
の
職
務
を
全
う
し
た
い
と
思
っ
て

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
県
支
部
行
事
講
演
会
参
加

今
回
の
『
新
潟
理
窓

号
』
に
は
、
私
が
支

お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

月
３
日

万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル

９
名

27

11

部
長
を
お
引
き
受
け
す
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版)

を
紹
介
し
、
本
年
度
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

６
月

日

サ
イ
ズ

頁

部

◇
新
潟
支
部
総
会
◇

27

A4

24

121

だ
き
ま
す
。

平
成

年
８
月

日(

土)

理
窓
会
新
潟
支
部

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

25

24

平
成
二
十
三
年
の
一
月
頃
、
木
南
前
支
部
長

総
会
が
下
越
地
区
幹
事
の
お
骨
折
り
に
よ
り
、

月

日

サ
イ
ズ
２
頁

部

３

25

A4

547

か
ら
電
話
が
あ
り
、
内
容
は
二
十
三
年
度
か
ら

新
潟
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成

年
度
事
業
計
画
◇

支
部
長
を
務
め
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
り

総
会
で
の
議
事
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

25

ま
し
た
。
適
任
者
は
先
輩
諸
氏
に
多
く
い
ら
っ

後
述
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い

・
支
部
役
員
会
開
催

し
ゃ
る
の
で
、
辞
退
し
た
い
旨
を
何
度
も
話
し

た
し
ま
す
。

６
月

日

新
潟
会
館

名

30

15

た
の
で
す
が
、
い
っ
こ
う
に
電
話
を
切
ら
せ
て

今
回
は
、
理
科
大
学
常
務
理
事
の
吉
本
成
香

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

も
ら
え
ま
せ
ん
。
淡
白
な
性
格
が
災
い
し

「
一

様
、
理
窓
会
会
長
の
山
田
義
幸
様
に
お
い
で
い

部
長
、
４
人
目
が
髙
橋
長
岡
科
学
技
術
科
学
大

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

、

27

期
二
年
で
い
い
か
ら
」
と
い
う
殺
し
文
句
に
、

た
だ
き
、
御
講
話
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

学
教
、
５
人
目
が
山
田
理
窓
会
長
、
６
人
目
が

支
部
長･

顧
問･

副
支
部
長
計
６
名
出
席

つ
い
「
は
い
」
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
六

う
よ
う
会
（
東
京
理
科
大
学
父
母
の
会
）
新
潟

吉
本
理
科
大
常
務
理
事
（
敬
称
略
）
で
す
。

・
支
部
総
会
開
催

月
の
支
部
役
員
会

八
月
の
支
部
総
会
を
経
て

県
支
部
長
の
山
田
裕
之
様
か
ら
ご
参
加
い
た
だ

来
年
度
は
中
越
地
区
の
当
番
と
な
っ
て
お
り

８
月

日

新
潟
会
館
（
新
潟
市
）

名

、

、

24

23

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
支
部
長
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

き

交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
事
業
講
演
会
参
加

、

。

し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

以
下
に
主
な
議
事
を
掲
載
し
ま
す
。

月

日

新
潟
会
館

９
名

１

18

支
部
長
の
初
仕
事
は
『
支
部
総
会
懇
親
会
の

さ
ら
に
、
今
回
の
総
会
で
は
、

で
あ
る
長

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版)

OB

開
会
挨
拶
』
で
、
次
の
仕
事
は
平
成
二
十
三
年

岡
科
学
技
術
大
学
教
授
髙
橋
勉
様
を
お
招
き

８
月

日

サ
イ
ズ

頁

部

◇
役
員
改
選
◇

24

A4

24

25

十
二
月
三
日
（
土
）
に
富
山
市
で
開
催
さ
れ
た

し

「
身
近
な
流
れ
を
電
気
に
換
え
る
～
マ
イ

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

、

支

部

長

坂
上

隆

北
信
越
地
区
の

こ
う
よ
う
会
本
部
主
催
行
事

ク
ロ
風
力
・
水
力
振
動
発
電
の
可
能
性
～
」
と

３
月

サ
イ
ズ
２
頁
約

部

『

』

副
支
部
長

中
野

晋

熊
谷
正
美

A4

600

に
代
議
員
の
若
井
先
生
と
と
も
に
参
加
す
る
こ

い
う
演
題
で
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
会
員
名
簿
発
行(

３
月
版)

水
嶌
繁
満

佐
藤
茂
樹

と
で
し
た
。

尚
、
写
真
は
当
日
の
集
合
写
真
で
す
。
前
列

３
月
下
旬

サ
イ
ズ

頁
約

部

加
藤

弘

日
野
顕
英

A4

24

100

上
野
順
治

志
田
重
道

理
科
大
の
藤
嶋
学
長
の
講
演
、
続
く
懇
親
会

左
か
ら
３
人
目
が
山
田
こ
う
よ
う
会
新
潟
県
支
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
う
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。
留
年
の
恐
怖
に

い
と
思
い
ま
し
た
。

◇
平
成

年
度
会
計
収
支
決
算
◇

24

○
収
入
の
部

合
計

４
３
７
，
０
０
０
円

い
つ
も
さ
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
振
り
返
れ
ば
楽

髙
橋
勉
様
の
講
演
は
流
体
工
学
の
分
野
の
と

繰
越
金

２
５
６
，
７
８
９
円

し
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。
若
か
っ
た
こ
と
も

て
も
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。
特
に
流
れ
の
中

会
費

１
４
７
，
２
６
０
円

あ
る
が
、
日
本
が
ま
だ
ま
だ
成
長
を
続
け
て
い

や
っ
ぱ
り

臨
時
収
入

０
円

て
、
い
い
時
代
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

い
い
時
代
だ
っ
た

Ｓ

理
工
・
物

土
田

浩
慈

本
部
補
助

６
５
，
０
０
０
円

56

支
部
総
会
に
参
加
し
て

雑
収
入

０
円

私
が
始
め
て

運
河

の
駅
に
立
っ
た
の
は

「

」

、

Ｓ

理
工
・
数

上
杉

肇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

昭
和
五
十
二
年
の
春
だ
っ
た
。
駅
を
出
る
と
す

55

合
計

４
６
９
，
０
４
９
円

ぐ
に
橋
を
渡
っ
た
。
眼
下
を
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と

今
年
度
の
理
窓
会
新
潟
支
部
総
会
に
参
加
し

流
れ
る
川
が
、
利
根
川
と
江
戸
川
を
つ
な
ぐ
重

て
、
大
学
の
状
況
を
お
聞
き
し
た
と
き
、
入
学

○
支
出
の
部

要
な
も
の
で
あ
る
と
知
っ
た
の
は
随
分
後
の
こ

志
願
者
は
６
年
連
続
５
万
人
を
越
え
、
多
く
の

支
部
総
会
補
助

６
９
，
３
７
８
円

と
で
あ
る
。

支
持
を
集
め
て
い
る
こ
と
に
安
心
し
ま
し
た
。

会
議
費

６
，
９
３
０
円

理
工
学
部
の
校
舎
よ
り
印
象
が
強
か
っ
た
の

し
か
し
、
出
口
の
説
明
で
は
、
就
職
率
や
国
家

地
区
還
元
金

１
８
，
０
０
０
円

が
、
あ
の
宗
教
団
体
の
お
城
だ
っ
た
。
校
舎
と

公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格
者
は
素
晴
ら
し

名
簿
・
会
報

８
，
０
９
３
円

お
城
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
衝
撃
だ
っ
た
。
落
花

い
成
果
を
出
し
て
い
る
も
の
の
、
教
員
採
用
試

送
料

７
６
，
７
０
０
円

生
と
梨
を
作
っ
て
い
る
農
家
の
庭
先
に
あ
る
寮

験
の
結
果
は
思
わ
し
く
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

事
務
用
品

８
８
円

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
四
年
間
を
過
ご
し
た
。
落

私
は
現
在
、
新
潟
県
の
公
立
高
校
の
教
員
と
し

理
窓
広
告
費
他

１
８
，
０
０
０
円

花
生
が
土
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
始
め
て
知
っ

て
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
新
潟

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

た
。
梨
の
時
期
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
傷

県
の
採
用
者
数
は
１
名
と
い
う
こ
と
で
、
寂
し

合
計

１
９
７
，
１
８
９
円

つ
い
て
出
荷
で
き
な
い
梨
を
好
き
な
だ
け
食
べ

く
思
い
ま
し
た
。
今
後
、
後
輩
達
に
は
、
何
と

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
風
呂
は
、
石
炭
で
沸
か
す

し
て
も
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
て
ほ
し
い
と

も
の
で
、
寒
い
日
は
石
炭
を
突
っ
つ
い
て
い
る

願
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
平
成

年
度
会
計
予
算
◇

25

○
収
入
の
部

と
心
が
落
ち
着
い
た
。
二
十
位
部
屋
が
あ
っ
た

ま
た
、
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
て
工
学
部

に
置
か
れ
た
物
体
の
後
に
で
き
る
カ
ル
マ
ン
渦

繰
越
金

２
７
１
，
８
６
０
円

が
、
夜
に
な
る
と
常
に
い
く
つ
か
の
部
屋
で
麻

が
移
転
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
平
成

年
に
は

の
影
響
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
流
線
型
の

28

会
費

１
０
０
，
０
０
０
円

雀
を
し
て
い
た
。
ま
わ
り
に
何
も
な
い
の
で
、

経
営
学
部
が
埼
玉
県
の
久
喜
か
ら
神
楽
坂
に
移

重
要
性
が
わ
か
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

臨
時
徴
収

０
円

麻
雀
く
ら
い
し
か
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
英

る
と
い
う
話
に
驚
き
ま
し
た
。
定
員
も
倍
に
す

本
部
補
助

６
５
，
０
０
０
円

語
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
き
な
が
ら
、
夜
通
し
麻

る
予
定
と
い
う
こ
と
で
、
更
に
母
校
は
発
展
す

◇

◇

事
務
局
か
ら
の
連
絡

雑
収
入

１
４
０
円

雀
を
す
る
の
が
決
ま
り
だ
っ
た
。
だ
れ
も
放
送

る
の
だ
と
力
強
く
思
い
ま
し
た
。

①
支
部
会
費
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

の
内
容
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
何
と
な
く
ア

理
窓
会
に
つ
い
て
は
、
大
学
・
理
窓
会
・
卒

・
年
会
費
は
１
０
０
０
円
で
す
。
同
封
の

合
計

４
３
７
，
０
０
０
円

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
気
分
に
な
れ
た
。
コ
ン
ビ
ニ
が

業
生
を
つ
な
ぐ
、
ウ
ェ
ブ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

振
込
用
紙
に
て
お
願
い
し
ま
す
。
同
封

で
き
始
め
た
頃
で
、
み
ん
な
で
車
に
乗
っ
て
何

築
に
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
全
卒
業
生

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
納
入
済
み
で
す
。

○
支
出
の
部

十
分
も
か
け
て
よ
く
通
っ
た
。
夜
の
十
時
ま
で

に
大
学
か
ら
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
提
供
す
る
の

②
名
簿
に
つ
い
て

支
部
総
会
補
助

８
５
，
０
０
０
円

新
宿
に
い
る
と
、
柏
か
ら
の
終
電
に
間
に
合
わ

で
期
待
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま

・
支
部
会
費
納
入
確
認
後
、
該
当
者
に
送

会
議
費

２
０
，
０
０
０
円

な
か
っ
た
。
日
暮
里
の
駅
で
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
山

た

大
学
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

い
い
ね
！

付
い
た
し
ま
す
。
こ
の
発
送
が
遅
れ
て

、

「

」

地
区
還
元
金

０
円

手
線
か
ら
常
磐
線
に
乗
り
換
え
た
。

を
し
、
大
学
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
「
フ
ォ
ロ
ー
」

お
り
ま
す
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

名
簿
・
会
報

２
０
，
０
０
０
円

地
方
か
ら
出
て
き
た
学
生
が
多
か
っ
た
。
東

し
、
さ
ら
に
、
理
窓
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

③
事
務
局
連
絡
先

送
料

８
５
，
０
０
０
円

京
に
来
た
は
ず
な
の
に
、
自
分
の
田
舎
と
同
じ

「
い
い
ね
！
」
を
す
る
こ
と
が
、
大
学
の
応
援

新
潟
市
秋
葉
区
新
金
沢
町

ー

上
杉
肇

29

14

事
務
用
品

１
０
，
０
０
０
円

く
ら
い
、
あ
る
い
は
も
っ
と
田
舎
っ
ぽ
い
と
こ

に
な
る
そ
う
で
す
。
大
学
や
理
窓
会
の
発
信
す

電
話
＆

０
２
５
０(

２
２)

０
３
１
２

fax
e

m
ail:G

H
F03107@

nifty.ne.jp

予
備
費

２
１
７
，
０
０
０
円

ろ
に
来
て
し
ま
っ
て

「
何
だ
ろ
う
な
？
」
と

る
情
報
を
受
け
取
り
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

-

、

第 号 に い が た り そ う 平成 年 月 ( )27 26 3 2


